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平成２０年１１月２５日 

各   位 

会 社 名 ＪＳＲ株式会社 

代表者名 取締役社長 吉田 淑則 

（コ－ド番号４１８５ 東証・大証第１部） 

問合せ先 広報部長 櫻井 秀雄            

TEL：０３－５５６５－６５１９ 

 

合弁会社の完全子会社化に伴う業務提携の解消に関するお知らせ 

 

  ＪＳＲ株式会社（本社：東京都中央区、社長：吉田淑則、以下「ＪＳＲ」）は、三菱化学

株式会社（本社：東京都港区、社長：小林喜光、以下「三菱化学」）と平成８年５月１７日

付けで合弁事業基本契約を締結し、共同出資で設立したテクノポリマー株式会社（本社：

東京都中央区、社長：伊藤友一、以下「テクノポリマー」）について、当該合弁事業に関す

る業務提携を解消し、三菱化学が保有する全株式を取得し、同社を全額出資子会社とする

ことで本日基本合意に達しましたので、お知らせいたします。 

 

１．合弁事業に関する業務提携の解消および株式の取得理由 

 テクノポリマーは、平成８年７月１日にＪＳＲ６０％、三菱化学４０％出資の合弁会社

として設立以降、生産・販売・開発の各面で両社が持つ強みを結集し、ＡＢＳ樹脂を中心

にグロ－バルに事業を展開してまいりました。この間、同社は、世界的な規模での競争激

化に対応すべく、プラント統合を進めるなど合理化、省力化を推進してきました。 

 ＪＳＲは、現在、中期計画「ＪＵＭＰ２０１０」を推進中であり、その中期経営戦略に

おいて各事業の収益改善および企業価値の最大化に向けて、あらゆる可能性を視野に入れ

て事業戦略の検討、遂行に取り組んでおります。こうした中、テクノポリマーにつきまし

ては、これまで以上に迅速な意思決定と経営資源の有効活用や最適化を図り、企業価値を

高めるために、ＪＳＲのポートフォリオの中で事業を遂行していくことが最適であると判

断いたしました。 

 一方、三菱化学は、戦略事業分野への集中的な投資を加速するとともに、事業の集中と

選択を推進しており、当社のＡＢＳ事業強化の方針と合致したことから、今般、両社は円

満に合弁を解消し、テクノポリマーを当社の全額出資子会社にすることで合意いたしまし

た。 
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２．合弁事業解消の日程 

 今後、両社は具体的な協議を進め、平成２１年３月３１日に株式譲渡を実行し、合弁事

業を解消する予定です。 

  

３．テクノポリマーの概要（平成２０年３月３１日現在） 

(１)設 立  ：平成８年７月１日 

(２)本 社  ：東京都中央区新富２－１５－５ 

(３)代表者  ：伊藤 友一（ＪＳＲ 上席執行役員） 

(４)資本金  ：３０億円 

(５)出資比率 ：ＪＳＲ６０％、三菱化学４０％ 

(６)事業内容 ：ＡＢＳ樹脂を中心とするスチレン系樹脂の製造、販売および研究 

(７)事業年度末：３月３１日  

(８)売上高  ：５３６億円 

(９)従業員数 ：２５６名 

   

４．取得株式数および取得前後の所有株式の状況 

(１)異動前の所有株式数  ３６，０００株 （出資比率 ６０％） 

(２)取得株式数      ２４，０００株 

(３)異動後の所有株式数  ６０，０００株 （出資比率 １００％） 

 

５．株式の取得先の概要（平成２０年３月３１日現在） 

(１)商 号  ：三菱化学株式会社 

(２)発 足  ：平成６年１０月１日（設立昭和２５年６月１日） 

(３)本 社  ：東京都港区芝４－１４－１ 

(４)代表者  ：小林 喜光 

(５)資本金  ：５００億円 

(６)事業内容 ：機能商品、ヘルスケア、化学品他の製造、販売 

 

６．業績に与える影響 

テクノポリマーは当社の連結子会社であるため、本件合併事業に関する業務提携の解消

による業績への影響は軽微であります。 

 

以上 


